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コ
ロ
ナ
が
２
類
か
ら
５
類
へ

変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
な

く
な
っ
た
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
気
を
付
け
な
が
ら
各
組

織
と
も
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
は
激
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
人
命
が
失
わ
れ
、

イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
る
と
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
不

利
に
な
れ
ば
核
兵
器
の
使
用
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
国
際
社
会
の
中

で
即
時
停
戦
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

会
期
末
に
向
け
、
国
会
で
は
重

要
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
防
衛
産
業
強
化
法
案
」。

こ
れ
は
、
防
衛
産
業
を
育
成
し
、

仮
に
赤
字
に
な
っ
て
も
国
費
を

つ
ぎ
込
ん
で
維
持
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。
「
防
衛
費
確
保

の
特
別
措
置
法
案
」
は
、
５
年
間

で
43
兆
円
の
防
衛
費
を
確
保
す

る
た
め
に
、
増
税
も
含
め
て
資
金

を
集
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

入
管
法
改
正
は
、
多
く
の
反
対

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
理
解
促
進
法
も
自
公
で
合
意

し
ま
し
た
が
、
当
事
者
は
反
対
を

し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
岸
田
首
相
が
言
っ
て
い

た
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
は

ま
っ
た
く
先
が
見
え
ず
、
６
月
の

骨
太
方
針
で
位
置
づ
け
し
て
来

年
度
以
降
ど
う
す
る
か
と
い
う

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
喫
緊
の
課

題
を
先
送
り
に
し
な
が
ら
、
し
っ

か
り
議
論
す
べ
き
こ
と
は
強
行

し
て
い
く
と
い
う
岸
田
政
権
の

在
り
方
に
は
大
き
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。 

 
防
衛
費
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
メ

リ
カ
の
タ
イ
ム
と
い
う
雑
誌
に

「
日
本
の
選
択
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

岸
田
政
権
が
こ
れ
ま
で
の
平
和

主
義
を
放
棄
し
、
軍
事
大
国
化
を

目
指
す
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
国

是
と
し
て
き
た
専
守
防
衛
を
一

瞬
に
し
て
変
え
る
訳
で
す
か
ら
、

軍
事
大
国
を
目
指
す
こ
と
を
世

界
に
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
平
和
と

民
主
主
義
を
守
っ
て
行
く
の
は
、

我
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題

で
す
。
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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第５回幹事会を開催 
5月 17日（水） 連合会館 

5月 17日、退職者連合は第 5回幹事会を開催しました。 

経過報告、ブロックからの報告に続き、7 月に開催予定の第 27

回定期総会の議案について、この間各県・産別組織から出された

意見を踏まえて議論が行われました。また、幹事会に引き続き、

労福協、労金、こくみん共済 coop、運輸労連（オブ）にご参加いた

だき、全国高齢者集会の第 1回実行委員会を開催しました。 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ 

メーデー中央大会が開催されました 

4 月 29 日（土）、代々木公園においてメーデー中央

大会が開催されました。人数制限のないメーデーは４

年ぶりで、好天にも恵まれ 28,500 人が参加。退職者

連合からも 450人が参加しました。 

あいさつする芳野友子連合会

長。その右は岸田首相。 

登壇者右端、退連の人見会長。 
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会
報
に
あ
り
ま
す
通
り
、
年
明

け
以
降
は
、
統
一
地
方
選
に
現
退

一
致
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

お
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。 

    

６
月
12
日
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
を
４
年
ぶ
り
に
福
島
で

開
催
し
、
各
県
の
会
長
、
事
務
局

長
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
福
島
で
は
初
め

て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
野
田
事

務
局
長
を
講
師
に
招
い
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
者
に
つ
い
て
も
、

男
女
同
数
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

    

現
役
の
連
合
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
と
合
同
会
議
を
５
月
25
日
～

26
日
に
横
浜
で
開
催
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

山
口
補
選
の
候
補
者
に
な
る

直
前
で
し
た
が
有
田
芳
生
さ
ん

を
講
師
に
お
願
い
し
て
統
一
教

会
問
題
の
学
習
会
を
や
り
ま
し

た
。
大
変
好
評
で
し
た
。 

    

こ
の
間
、
選
挙
が
あ
っ
て
、
あ

ま
り
大
き
な
活
動
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
新
潟
、
石
川
が
来
年
30

周
年
に
な
り
ま
す
。
記
念
誌
な
ど

を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

石
川
で
は
竹
林
伐
採
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
43
人
が
集
ま
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
裏
年
で
タ
ケ
ノ
コ

が
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
方
は
、
181
名
が

集
ま
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
活
動
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

    

10
月
19
日
、
毎
年
行
っ
て
い

る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
、
今
年
は
高
野
山
で
開
催
し

ま
す
。
交
通
の
便
の
関
係
で
人
数

が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
900
人

弱
で
開
催
し
ま
す
。
堺
市
長
選
挙

で
す
が
、
維
新
の
票
数
は
４
年
前

の
選
挙
か
ら
増
え
て
お
ら
ず
、
基

礎
票
は
ほ
ぼ
互
角
で
す
。
何
と
か

戦
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

補
選
は
ワ
ン
サ
イ
ド
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
山
口
で
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
前
段

の
県
議
選
疲
れ
も
あ
り
、
投
票
率

も
低
い
中
、
有
田
さ
ん
本
人
は
こ

ん
な
に
楽
し
い
選
挙
は
な
か
っ

た
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

    

こ
の
間
の
活
動
は
選
挙
闘
争

一
色
で
、
特
段
の
取
り
組
み
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
６
月
１
日
に

久
々
の
幹
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
を
皮
切
り
に
あ
ら
た
め
て

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

    

３
月
２
日
に
代
表
者
会
議
を

開
催
し
、
当
面
す
る
取
り
組
み
を

確
認
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
各
県

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
い

う
確
認
も
し
た
の
で
、
７
月
４
日

の
幹
事
会
で
取
り
組
み
報
告
と

意
見
交
換
を
や
り
ま
す
。
福
岡
は

６
月
15
日
に
香
取
先
生
を
招
い

て
高
齢
者
集
会
を
や
り
ま
す
。 

                                

                                

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告 

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

労金協会 塩原洋光上席調査役 

労働者自主福祉運動の強化に向けて 

中央労福協、労金、こくみん共済 coop の 3 者は、全

国高齢者集会の実行委員会をともに担うなど、労働者

福祉運動を推進する仲間です。今回、3者からの要請を

受け、運動の強化に向けてご報告をいただきました。 

 最初に、労福協の南部事務局長から「この間、労働組合、事業団体との連携を

図るため 3団体共同で労働組合へのトップ（三役）訪問を重ねてきました。昨

年 11月に退職者連合にも伺い、このような場を設定していただきました」との

ご挨拶・趣旨説明があり、その後、それぞれの団体から具体的なとりくみ、す

ぐに使える資料やソフトなど、多様なコンテンツについて解説が行われました。 

 意見交換では、会場から「現在流れている共済のテレビ広告についてひと言

いいたい。あの広告には労働者の『ろ』の字もない。おかしいと思う。上司に

伝えてほしい」「昔は書記局に行けば相談できる環境があったが、今は難しくな

っている。銀行や損保とは違うことがはっきりわかるようなコンテンツが欲し

い」など、労働者福祉運動の原点に立ち返った率直な意見が出されました。 

中央労福協 南部美智代事務局長 

中央労福協 遠藤孝一事務局次長 

こくみん共済 coop 澤田安弘次長 

労金協会 塩原洋光上席調査役 

 ～ 3団体から活動報告を受けました ～ 

Danntaikara  


